
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１６日（金）、やまぎん県民ホール（山形県総合文化芸術館）において標記大会が開催されました。

今年度はコロナ禍の影響で講演がなくなり午後のみの縮小された形で行われました。 

分科会では、置賜地区から小国町教育委員会統括的な地域学校協働活動推進員（兼）コミュニティ・スクー

ルディレクターの渋谷洋司氏と高畠町教育委員会社会教育課社会教育指導員の大浦博子氏から話題提供をし

ていただきました。 

渋谷氏からは、「地域学校協働活動による町民総がかりの教育と学校を核とした地域づくり」というテーマ

での発表がありました。地域の方々が学校の環境整備や学習の支援を行うなど、地域の方々が学校教育に関わ

ることで児童・生徒のためになることに加え、地域の方々にも有用感が生まれ地域づくりにも繋がっていると

いうことが分かりました。 

大浦氏のテーマは、「高畠町高校生ボランティアサークル地球（テラ）～自分と地域に向き合うことで育ま

れる人間力～」です。大人がボランティアのゴールを描くことがないように当事者意識を育てることで自ら動

き出すことができる生徒が育つという内容でした。そのような活動を続けることで卒業後もボランティア活動

に励む方もいるなど、次世代を担う人づくりにつながっているようです。 

お二人とも地域づくりにとても参考になる話題提供をしていただきましが、この他にも地域づくりに励んで

いらっしゃる方々がたくさんいらっしゃいます。置賜がもっともっと元気になるようにそのような方々の益々

のご活躍を願うところです。 

なお、当日は山形県社会教育連絡協議会表彰として下記の方々、団体が受賞されました。 

【優良公民館表彰】 ◇米沢市・万世コミュニティセンター ◇飯豊町・白椿地区公民館 

【社会教育関係職員・社会教育委員表彰】 

◇前米沢市松川コミュニティセンター館長 渋谷 敞(しぶや たかし)氏 

◇前長井市致芳コミュニティセンター館長 大道寺 髙明(だいどうじ たかあき)氏 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

Vol. 1２３令和２年１０月号 

月号  

１０月４日と２５日に参画者会議を行

いました。１２月１３日に予定している

地域づくりの実践活動に向けて、企画を

出し合いました。高校生・大学生の参画

者からは、「置賜地域で捨てられる食材を

料理してふるまいたい。」「生産者の思い

や課題について話合いたい。」など、多く

の意見が出されました。実践活動では、

参画者の意見をもとに食材の課題、地域

の良さや課題などについて、一般参加者

も含めて語り合えるイベントにしていき

ます。一般参加者の多数の申込みを期待

しております。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと塾 少年少女五十川獅子踊り 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

※本情報紙の本文は、UD(ユニバーサルデザイン)デジタル教科書体を使用しております。 

【お問合せ先：置賜教育事務所社会教育課℡ 0238(88)8242】 

１１月２０日（金）、南陽市えくぼプラザにおいて、下記の研修会

が午前と午後に行われます。講師は、どちらも一般社団法人とちぎ市民協働研

究会代表理事の廣瀬 隆人(ひろせ たかひと)先生です。社会総がかりで子ども

達を育成するために大切なことを教えていただきます。 

時間 午前９時３０分～１１時３０分 

演題「地域とともにある放課後子ども教室と 

放課後児童クラブ」 

時間 午後２時３０分～４時３０分 

演題「地域学校協働活動とコミュニティ・スクール 

の一体的推進」 

研修会の 
ご案内 

 

          １０月２４日（土）山形県飯豊少年自然の家を会場に「読育 

       推進連携講座」を開催しました。前半は秋の風物詩、焼き芋体験です。野外 

散策では、真っ盛りの紅葉が目にまぶしく、自然の織りなす芸術を楽しみました。途中雨が降ってきて引き返

したのですが、天気も含めて自然であることも実感しました。 

後半は親子読書や山形県家庭教育アドバイザーの髙瀬尚美 氏による読み聞かせ 

で心はぽかぽか、ちょうどよくお芋も焼き上がり、親子でぱくぱく。心もお腹も 

大満足の時間となりました。 

               ＜アンケートの声を紹介します＞ 

「季節の焼き芋と読み聞かせが一緒になったこ 

とで、興味が出て参加しました。大型絵本や 

焼き芋の本、物語のあるものなど、 

いろいろなものを読んでいただき 

興味の幅が広がったと思います。」 

                                 １０月１３日（火）長井市立致芳小学校に 

て伝統芸能育成事業ふるさと塾出前講座を実 

施しました。山形県教育委員会では、子ども 

達に伝統芸能を伝える活動を推進しています。 

３０年以上前から続いている「少年少女五十川獅子踊り」です。     

今年度はコロナの影響で、１１月の地区文化祭が中止となりましたが、６

年生の満足感や達成感を味わう場として、五十川獅子踊りを５年生に引き

継ぐため、学習発表会という発表の場を設けました。お師匠様方の熱い思

いを受け、真剣に練習に励む子ども達の姿、見守る保護者の方々の姿から

学校・家庭・地域で守り続けていこうという思いが伝わりました。 

 


